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モデル駅に掲出しているポスター

今年３月から高度浄水処理水の
通水を始めた庭窪浄水場

サービス改善
問 地下鉄での取組みは
答 平成１０年７月に、地下鉄のサービ

ス向上と積極的な増収対策を検討する

ために「高速運輸部増収対策本部」を

設置し、その営業部会で接客サービス

向上について積極的に検討を進めてお

り、本年７月から、梅田駅をはじめ１３

駅において、「接客サービス向上推進

モデル駅」としての取り組みを始めて

いる。

モデル駅では、謝辞の励行と環境整

備の２項目を重点実施事項として、駅

職員の写真をデザインしたポスターを

掲出して接客意識の高揚を図ることや

独自のアイデアによる取り組みを実施

し、模範駅として接客サービスの向上

に努めている。

問 夜間・休日の水道の修繕体制は
答 修繕受付件数の状況等を踏まえ、

直営修繕体制の効率的な配置換えとし

て、現在の８営業所での待機体制から

２つの営業所を１つの基地とした４基

地体制に見直すとともに、サービス内

容の充実と直営体制を補完するために

業者の待機制度を導入し、できるだけ

水回り全般についての修繕要請に迅速

かつ的確に対応できるようにしたい。

新たな体制への移行に際しては、８

営業所に夜間・休日専用電話を設置

し、各営業所への修繕要請等を自動的

に当番営業所に振り替えるなど、利便

性を十分確保し、また、水漏れの応急

的な処置が困難な高齢者などに対して

も、臨機に適切な対応を行いたい。

高度浄水処理水とＰＲ
問 高度浄水施設整備事業の進捗状況

と通水に合わせたＰＲは
答 来年３月、市内全域に通水予定の

高度浄水施設整備事業は、現在、工事

の仕上げ段階に近づいており、遅滞な

く市内全域に高度浄水処理水を通水で

きるよう、設備の試運転を手がけてい

る。

通水時期に合わせて、大阪の水のマ

イナスイメージの払拭に努めるべく、

高度浄水処理水の全域通水と改善効果

のＰＲに積極的に取り組んでいきたい。

そのため、柴島浄水場の一般公開や

「水都大阪淀川めぐり」などの公募イ

ベント、区民まつり等の機会を利用し

たＰＲ、市政だよりや各区の広報紙な

どでのＰＲの継続、さらに、ラジオや

新聞による水道局独自のＰＲなども考

えている。

また、来年６月には、水道週間中央

行事を本市に誘致し、市民のみならず

ひろく大阪を訪れる人にも、大阪の水

が変わったことをアピールする絶好の

機会としたい。

このように、高度浄水処理水が大阪

の水に対するイメージを一新するよ

う、効果的なＰＲを行いたい。
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9月・１０月定例会

平成１０年度の公営企業会計（バス、地下鉄・ニュートラム、上水道、工

業用水道の４事業）の決算報告などを審議する９月・１０月定例会は９月２９

日から１０月１９日まで開かれました。

決算報告については、決算特別委員会の審査を経たあと、１０月１９日の本

会議において賛成多数によりいずれも認定されました。

また、この定例会では、緊急少子化対策や雇用対策に対処するための補

正予算をはじめ「介護保険法の円滑な実施を求める意見書」など合わせて

５３件の案件が可決されました。

なお、１０月１９日に追加提案された平成１０年度の準公営企業会計（市民病

院、中央卸売市場、港営、下水道の４事業）の決算報告については、新た

に設置された決算特別委員会に付託され、閉会中も継続して審査されるこ

とになりました。

経営の健全化
問 交通事業での取組みは
答 平成１０年度決算では、バス事業で

５億８，６００万円、地下鉄・ニュートラ

ム事業で１８４億３，３００万円の赤字であ

り、１０年度末の未処理欠損金は両事業

合わせて２，８００億円余りとなっている。

このような厳しい経営状況を改善

し、経営基盤を強化するため、両事業

ともに「経営健全化計画」及び「新規

効率化計画」を策定して、人件費の縮

減に努めるとともに、「コスト削減計

画」により、工事費や運営経費などコ

スト全般の縮減に努めている。また、

新たな発想に立った対策も講じて、乗

客の減少傾向に歯止めをかけ、収入の

増加を図りたい。

しかし、乗車人員の早急な回復は容

易ではなく、さらに規制緩和に伴って

他の事業者との競争も予想されるな

ど、経営環境はますます厳しさを増す

ものと受けとめている。

このため、平成９年に発足した「公

営交通事業改革調査委員会」において、

抜本的な経営改善方策について検討を

行ってきており、競争に負けない力強

い経営体質をつくって、良質な輸送サ

ービスを提供したい。

なお、厳しい経営状況にあるフェス

ティバルゲートやオスカードリームの

土地信託事業については、地域活性化

の面では一定の評価をしているが、大

幅な赤字であることを深刻に受けと

め、両事業ともに抜本的な収支改善を

図るよう、引き続き信託銀行を強く指

導する。
問 水道事業での取組みは
答 平成１０年度決算では、７４億１，１００万

円の黒字となり、１０年度末の未処分利

益剰余金は８６億円余りとなっている。

しかし、水需要が前年度を下回るな

ど、当面、給水収益の大幅な増加が期

待できない一方で、引き続き、より安

全で良質な水の安定供給をめざし、施

設の耐震性の強化を加味しながら、膨

大な施設の更新整備を着実に進めてい

く必要があるため、今後は厳しい経営

状況が見込まれる。

安定した財政運営のためには、自ら

の努力で効率化を進めていくことが基

本であると考えており、平成９年度か

ら取り組んでいる経営効率化施策の実

現はもとより、事業全般にわたる効率

的な事務執行に努めるほか、国等から

の公共助成の確保や資産の有効活用に

よる事業外収益の確保などに取り組ん

でいきたい。

規制緩和とバス事業
問 規制緩和の影響を受けやすいバス

事業の今後のあり方は

答 市バスは市民に最も身近な公共交

通機関として、また、交通渋滞の解消

や環境問題等の観点から、今後ともそ

の役割は重要と考えている。

しかし、需給調整規制が平成１３年度

には廃止されることに伴い、これまで

市バスがほぼ独占的に営業を行ってき

た市内に、他の事業者が参入してくる

など、市バスを取り巻く環境に大きな

変化が生じることが考えられるため、

本年６月、「公営交通事業改革調査委

員会」において、これまでの検討内容

の論点整理を行い、中間とりまとめと

して集約した。

今後、この中間とりまとめに盛り込

まれている幹線系、フィーダー系、コ

ミュニティ系といったタイプ別のバス

路線編成やコスト縮減方策の検討、運

賃制度の再検討などを進めていく。ま

た、バスを利用していない人も含めた

潜在需要調査を行い、さらに、主にコ

ミュニティ系における小型バスを用い

た新しいバスサービスの試行の結果も

踏まえ、市民ニーズにあったサービス

となるよう、将来のバス事業のあり方

について、最終的な具体策を平成１２年

度中には取りまとめたい。
問 小型バスを用いた新しいバスサー

ビスの試行内容は
答 きめ細かなサービスの提供が可能

であるというバスの特性を十二分に発

揮でき、道路空間のより有効な利用や

誰もが乗り降りしやすい車両を導入す

るという観点から、他都市や外国の事

例も参考にして、小型で、乗降口から

そのまま車内の床面に乗れるノンステ

ップで、車内の床面がすべて平らであ

るフルフラットのバスを導入したい。

購入車両は２０両、試行は５か所程度

で、運行間隔は１５分から２０分程度を考

えている。運賃も他都市が導入してい

る低廉な運賃の状況等も参考にしなが

ら、利用しやすいものとしたい。

決算特別委員会での主な論議

平成１０年度

大阪市会だより

市会本会議場（傍聴席から）

１０月４日～７日の４日間、各会派の委員に
よって交通・水道事業に対する論議が交わさ
れました。その主な内容を紹介します。

市 会 の 動 き
〔 ９月・１０月定例会 〕

９．２２（水）招集告示

２４（金）・２７（月）

常任委員会（事前調査）

２９（水）本会議＜開会＞（公営企業

会計決算の市長説明等）

３０（木）決算特別委員会（正副委員

長の互選、説明等）

１０．１（金）決算特別委員会（実地調査）

４（月）～７（木）

決算特別委員会（質疑）

１４（木）・１５（金）

常任委員会（請願書・陳情

書の審査）

１９（火）決算特別委員会（態度決定）

本会議（公営企業会計決算
の認定、準公営企業会計決

算の市長説明・閉会中継続

審査議決等）

決算特別委員会（正副委員

長の互選、準公営企業会計

決算の継続審査の申し出等）

＜閉会＞

編集と発行…大阪市会事務局調査課 大阪市北区中之島１‐３‐２０�６２０８‐８６９４
大阪市会ホームページアドレス…http://www.city.osaka.jp/shikai/

乗り降りしやすいノンステップバス

大島委員長の審査報告

定 数 ９０人（欠員１人）

市会の構成

自 由 民 主 党 ３４人

公 明 党 １９人

日 本 共 産 党 １５人

民主党・市民連合 １１人

民 友 ク ラ ブ ９人

無所属市民クラブ １人

（平成１１年１１月１５日現在）

平成11年12月

会派別
議員数

その他の質疑項目
【 交 通 事 業 関 係 】
・スルッと「KANSAI」システムの拡充・地下鉄８号線の整備方針

・バス停留所の上屋、ベンチの整備 ・鉄道駅におけるバリアフリー化の推進

・地下鉄トンネル内の剥落点検 ・地下鉄におけるごみの分別収集の実施

・地下鉄、バス事業会計の一体化 ・高齢者専用の券売機の設置

・民間事業者のノウハウ吸収 ・観光型路線バスの運行 など

【 水 道 事 業 関 係 】
・学校給水の安全性 ・水道工事事務所の監督体制の見直し

・配水池の整備計画と公的助成の確保・水道局資産の有効活用事業

・高度浄水処理施設の労働環境及び水質

・震災時における水の備蓄と水道応急復旧体制

・老朽配水管、経年給水管の更新 など

可決された意見書
○聴覚障害者の社会参加を制限する法律の早期改正を求める意見書
○NPO法人（民間非営利団体）育成策の強化を求める意見書
○教育予算の拡充と教職員の定数改善、義務教育費国庫負担制度の堅持に関
する意見書

○貨物自動車運送事業への不況対策を求める意見書
○ベンチャー企業等の起業環境の整備等を求める意見書
○介護保険法の円滑な実施を求める意見書
○「大阪府福祉施策の再構築について（素案）」に関する意見書

（以上、平成１１年９月２９日可決）
○「大阪府財政再建プログラム」に基づく教育施策の見直しに関する意見書
○原子力関連施設における安全確保及び事故の再発防止対策を求める意見書
○保育施策の拡充を求める意見書
○学級編制基準の弾力化に関する意見書

（以上、平成１１年１０月１９日可決）

�おおさか子ども市会�や
�親子議場見学会�を開催しました

夏休みの８月２７日に、市内の小学４～６

年生を対象に「平成１１年度おおさか子ども

市会」を開催しました。

「大阪のまちをよりよくするために私な

らこうする」のテーマのもとに、意見を応

募して選ばれた９０人の子ども議員が４つの

グループに分かれて話し合い、発表する意

見をまとめました。

子ども市会当日は、グループの代表が意

見を発表し、これに対して市長から答弁が

あり、大阪市会の６常任委員長も意見発表についての感想を述べ、最後に「おおさ

か子ども市会宣言」を採択して閉会しました。

また、８月１７日・１８日には市内の小学３～６年生とその保護者を対象に「夏休み

親子議場見学会」を開催し、模擬委員会を体験していただいたり、本会議場や委員

会室等を見学しながら市会のしくみや会議のながれについて理解と関心を深めてい

ただきました。

当初予算や決算を審議する会議のながれは次のとおりです。

○平成１０年度 １日当たりの乗車人員

バ ス ３０万人

地 下 鉄 ２５５万人

ニュートラム ７万人

合 計 ２９２万人

（前年度より △２．６%）

○平成１０年度 水需要（年間給水量）

・上水道

５億４，４６７万立方メートル

（前年度より △２．４%）

・工業用水道

４，００４万立方メートル

（前年度より △７．７%）

本

会

議

委
員
会

本

会

議

開 会

議 案 の 上 程

提 案 説 明

委 員 会 付 託

常任委員会または
決算特別委員会

委 員 長 報 告

討 論

表 決

閉 会

会会 議議 のの なな がが れれ

�

�

�

�

�

�

�

�

市長から提出されている議案を会議の議題

とする。

市長が議案について説明する。

議案を詳細に審査するため、委員会に審査

を付託する手続きを行う。

議員それぞれの専門知識を生かして、自由

な討議を行い、委員会として、賛成か反対

かの態度を決定する。

委員会での審査の結果や経過を報告する。

議案について、賛成・反対の意見を述べる。

議案について、賛成か反対かの採決を行い、

市会の意思を決定する。

公営企業会計決算特別委員会委員
委 員 長 大 島 豊太郎（公明）

副委員長 高 田 雄七郎（公明） 鈴 木 成 男（民友ク）

委 員 太田 勝義（自民） 玉木 信夫（自民） 大内 啓治（自民）
永井 博（自民） 井上 淑子（自民） 荒木 幹男（自民）
床田 正勝（自民） 天野 一（自民） 多賀谷俊史（自民）
青江 達夫（公明） 仲山 忠男（公明） 鈴木のり子（公明）
姫野 浄（共産） 石川 �爾（共産） 下田 敏人（共産）
渡司 考一（共産） 辻 洋二（民主） 壷井 美次（民主）
山崎 誠二（民主） 勝田 弘子（民友ク）

平成１０年度公営企業会計決算の概要
事 業 収 益 費 用 差 引

平 成１０年 度 末
未処分利益剰余金
△未処理欠損金

バ ス
億

２９３

万円

８，５２０

億

２９９

万円

７，１５５

億

△ ５

万円

８，６３５

億

△ ４７４

万円

８，００６

地 下 鉄 ・
ニュートラム

１，７５４ ２，４３８ １，９３８ ５，７７８ △１８４ ３，３４０ △２，３４３ ２，６８７

上 水 道 ８７６ １，７８９ ８０２ ６７１ ７４ １，１１８ ８６ ８６６

工業用水道 ２６ ３，００９ ２８ ８，４２３ △ ２ ５，４１４ ４，１１４

平成11年12月�大阪市会だより

�

「おおさか子ども市会」
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